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よ
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・
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よ
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こ
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丹後地区森林組合のホームページを
開設しました !

 この度、令和 3 年 12 月 20 日より丹後地区森林組合のホームページを開設しました。
 今年度京丹後市より受託した「令和 3 年度京丹後市経営管理制度推進業務」の中で、森
林経営管理制度に関する周知や問合せ対応窓口を目的としています。その他にも当組合の
事業内容や日々の活動内容についてもホームページを通じてご報告したいと考えておりま
すので、今後ともどうぞよろしくお願い致します。

 おそらく、様々な理由でできない方が多いのではないでしょう
か。しかし、そのまま放置すると森林の重要な機能が損なわれ、
みなさんの生活にまで影響を及ぼしかねません。
 そういった状況を解消するため、国は、森林経営管理制度を創
設し、みなさんが所有する森林で手入れが行き届かない人工林を
把握・集約化した上で、市町村が事業者との間に入って管理委託
を受けた森林の整備を図ることとしています。

二本の枝ぶりがハートに見えることから「恋人の木」と呼ばれ、カップルで登山される方もいるらしい
いちがお山

ホームページアドレス　http://tanmori.jp

適切な森林管理に向けて
～森林経営管理制度について～

みなさん、ご自身の山林の管理はされていますか？

　森林は、水源のかん養、土砂災害の防止などの多くの重要な機能を有しています。また、それ

らの機能は私たちの生活とも深く関わっており、その機能を維持増進する必要があります。

1．森林の多面的機能について

　木材価格の低迷や人々の生活様式が変化した事で森林の手入れが行き届

かなくなってきました。それに加え、世代交代や転出等により境界不明確

や所有者不明森林も増え、森林の手入れがより難しくなっています。

2．森林の現状と課題について
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　平成 30年に森林経営管理制度が創設されました。この制度は、過去に植林され、長い期間手

の入れられていない人工林を対象として、森林所有者の意向を調査し、森林の経営管理を委託さ

れた森林を整備するというものです。

　今年度京丹後市では、昨年度当組合が受託した「令和２年度京丹後市森林経営管理制度運営環

境整備業務」で経営管理事業の候補地として推薦した丹後町乗原地区にて、意向調査や境界の明

確化、不明所有者の探索などを進めておられます。

乗原地区の経営管理対象森林のドローンによる空中写真

　本制度について何かご不明な点等あれば、丹後地区森林組合か京丹後市農林整備課までお気軽

にお問合せください。

3．森林経営管理制度について4．Ｑ＆Ａ

4．現在の進捗

森林所有者 市町村

森林整備

事業者

経営管理を
委託

意向を
確認

この制度は何のための制度か。Q

未整備森林、所有者や境界の不明確な森林を整備するための制度です。個人の所有者の方
の同意と委任を受けて森林整備を行うもので、森林を買い上げたり、勝手に譲渡、売買し
たりするものではありません。

A

自分で管理している森林にも経営管理権が設定されるのか。Q

いいえ。
経営管理権を設定する森林は、所有者の同意を得た管理されていない森林を対象に京丹後
市から意向確認のあった森林になります。所有者自身が管理している森林に同意なしに強
制的に管理権を設定することはありません。

A

管理や整備にかかる費用や伐採した木材の収益の取扱いはどうなるのか。Q

管理や整備費用は市又は再委託先の事業者の負担となります。なお、木材の売却代金から
管理や整備費用を差し引いて利益が発生した場合は、森林所有者へ還元します。一方、損
失が出た場合でも、森林所有者の負担は発生しません。

A

山の管理ができない。市に買い取ってもらえないか。あるいは譲渡したい。Q

個人財産である森林を市が買い取る、あるいは譲り受けるということは行っておりません。A

経営管理権を委託しても固定資産税はかかるのか。Q

はい。所有権は森林所有者のままなので、今まで通り固定資産税はかかります。A

経営管理権を委託したのちに、自分で間伐する事は可能か。
薪を取るくらいは許されるか。

Q

いいえ。
経営管理を委託した場合、京丹後市または京丹後市から管理権を再委託された業者が行う
経営管理事業の計画に影響するため、原則ご自分で立木伐採等することはできなくなりま
す。薪の採取も原則できませんが、程度によっては可能かもしれないので事前に相談して
ください。

A
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皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
比
較
的

暖
か
い
秋
か
ら
急
に
寒
く
な
り
、
仕
事
柄
こ
の
冬
の

雪
の
量
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
も
次
々
変
異
株
が
発
生
し
止
ま
る
事
を
知
り
ま
せ

ん
。
完
全
な
収
束
を
願
っ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま

で
に
如
何
に
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に
適
応
す
る
か
が

重
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
久
し
ぶ
り
に
遠
征
し
て
き
ま
し
た
！

「
雨
飾
山
（
あ
ま
か
ざ
り
や
ま
）」
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
雨
飾
山
は
標
高
１
９
６
３
ｍ
、
新
潟

県
糸
魚
川
市
よ
り
姫
川
を
南
へ
下
り
、
長
野
県
は
小

谷
温
泉
の
奥
に
あ
り
ま
す
。
妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公

園
に
属
し
、
姫
川
を
挟
ん
だ
向
か
い
に
は
白
馬
岳
率

い
る
後
立
山
連
峰
が
そ
び
え
て
お
り
、
そ
の
雰
囲
気

は
ま
さ
に
ア
ル
プ
ス
そ
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
山
の
魅
力
の
一
つ
は
、
や
は
り
そ
の
お
洒
落

な
名
前
で
す
。〝
雨
を
飾
る
山
〟、
カ
ッ
コ
い
い
で
す

ね
！
そ
の
由
来
を
調
べ
て
み
る
と
、
雨
の
神
様
を
祀

り
雨
乞
い
を
し
て
い
た
事
や
、
山
頂
が
双
耳
峰
な
の

で
両
飾
山
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が
、「
両
」が「
雨
」

に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
こ
に
来
る
も
う
一
つ
の
魅
力
は
山

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
な
ん
と
露
店
風
呂
で
す
！

私
が
大
学
生
の
頃
、
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
の
方
に
、
山
に

は
登
ら
ず
に
こ
の
た
め
だ
け
に
連
れ
て
き
て
い
た
だ

い
た
温
泉
こ
そ
が
「
雨
飾
高
原
露
店
風
呂
」
で
し
た
。

こ
れ
は
雨
飾
壮
の
露
店
風
呂
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

施
設
か
ら
離
れ
て
森
の
中
に
ポ
ツ
ン
と
お
風
呂
と
脱

衣
所
だ
け
が
あ
る
と
い
う
何
と
も
野
趣
あ
ふ
れ
る
露

店
風
呂
で
、
そ
の
解
放
感
た
る
や
！
雨
飾
山
に
来
ら

れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
場
所

の
一
つ
で
す
。

　

雨
飾
山
は
思
い
の
外
険
し
く
、
難
易
度
・
体
力
と

も
に
中
級
者
向
け
と
い
っ
た
感
じ
で
、
登
山
さ
れ
る

方
は
慎
重
に
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
で
す
が
、
山
に

登
ら
ず
と
も
、
麓
の
散
策
道
を
歩
く
だ
け
で
も
十
分

楽
し
め
ま
す
し
、
そ
の
際
に
は
ぜ
ひ
雨
飾
高
原
露
店

風
呂
を
楽
し
ん
で
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
村
俊
彦
の
・
・
・

「ブナの葉」「雨飾山山頂付近の “ 笹平 ”」
“ 女神様 ” を匿う笹の平原

「雨飾山東壁の切り立つ崖」
聖剣エクスカリバーのよう

「山頂にて」
険しかった登山道の下山が憂鬱で
厳しい顔になっています (;^_^A

「美しい広葉樹林から始まった登山」
まさかこの後岩登りが待ち受けていようとは知る由

もありませんでした (;^_^A

「こちらを見つめてくるカモシカ」
ツラそうだけど大丈夫か？と心配されてそう ( 笑 )

「登山口付近の小川にて」
下流にはいくつもの砂防堰堤があるため、取り残され

てなお独自の生態系を築いている様

「雨飾山名物 “ ビーナスライン ”」
あなたには女神の横顔が見えますか？
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職　員　募　集
1. 職種及び応募資格

2. 申込手続及び提出先

3. 面接及び結果通知

4. 採用予定日

5. 給　　　与

6. 問 合 せ 先

令和4年4月1日

学歴、職歴などを勘案し、初任給を決定します。

丹後地区森林組合　総務課
〒 627-0123 京丹後市弥栄町吉沢 940 番地
電話（0772）65-4670

職　種 総務課職員

仕事の
内容

・経理事務
・労働保険等に関する手続き等
・組合員に関すること

採用予定者数 女性 1 名

応募資格
・高卒以上
・年齢 35 歳以下
・普通自動車免許

申 込 書 丹後地区森林組合総務課にあります

申込方法
申込に必要な事項を記入し、次の書類を添えて総務課へ
受付期間内に持参又は郵送してください。
　▶申込書　▶履歴書（写真添付）

受付期間
令和4年2月1日㈫～令和4年2月18日㈮までの午前8時30分から午後5時00分

（土曜日、日曜日、祝祭日は除く。）

面接日時 令和4年2月22日㈫　午前9時00分～

結果通知 本人宛に通知します。

訃　　報

組合理事 小森康弘 様が令和３年８月、逝去
されました。
在任中、組合運営にご尽力いただき誠に有
難うございました。謹んでご冥福をお祈り
いたします。

出資証券の名義変更等に
ご協力をお願いします

現組合員さんが亡くなられ、出資証券の名義がそ
のままになっていませんか？その場合は、お問合
せの上、早急に名義変更の手続きをお願いします。
住所の変更等があった場合もご連絡ください。

丹後地区森林組合 総務課
電話（0772）65-4670


